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今月の表紙
　今月の表紙は、3月11日に、東日本
大震災・原子力災害伝承館で開催さ
れたキャンドルナイトで撮影した1枚
です。
　多くの方の思いが書かれたたくさん
のキャンドルが並べられ、3.11という
文字が伝承館のアーカイブ広場に形
作られました。
　本号では東日本大震災追悼行事を
p.2～5にわたって紹介していますの
で、ぜひご覧ください。
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思いをかたちに フラワーズエール2024
　

３
月
９
日
か
ら
11
日
ま
で
の

３
日
間
、双
葉
町
産
業
交
流
セ
ン

タ
ー
に
て
双
葉
町
復
興
支
援
員

主
催
の
東
日
本
大
震
災
追
悼
復

興
祈
念
行
事「
フ
ラ
ワ
ー
ズ
エ
ー

ル
２
０
２
４
」を
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
回
で
７
回
目
の
開
催
と
な

る
今
年
の
フ
ラ
ワ
ー
ズ
エ
ー
ル

は
、日
本
の
花
絵
師
の
第
一
人
者

で
あ
る
藤
川
靖
彦
さ
ん
の
ご
指

導
の
も
と
、双
葉
ダ
ル
マ
さ
ん
を

表
現
し
た
イ
ン
フ
ィ
オ
ラ
ー
タ

(

大
地
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
く
花

絵)

を
制
作
。ま
た
、町
民
が
こ
れ

ま
で
い
た
だ
い
た
支
援
に
対
し
て

感
謝
の
気
持
ち
を
語
っ
た「
あ
り

が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
」を
、プ
ロ
の

声
優
３
人
が
読
み
上
げ
る「
あ
り

が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
朗
読
会
」を

行
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
フ
ィ
オ
ラ
ー
タ
制
作
、あ

り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
朗
読
会
の

ど
ち
ら
も
、町
民
だ
け
で
な
く
各

地
か
ら
双
葉
町
に
訪
れ
た
方
が

参
加
し
て
く
だ
さ
り
、双
葉
町
に

つ
い
て
よ
り
知
っ
て
い
た
だ
く
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
の
様
子
は
今
後
双
葉
町

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に

て
公
開
す
る
予
定
で
す
の
で
、ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ィ
オ
ラ
ー
タ
制
作

一
般
社
団
法
人 

花
絵
文
化
協
会　

代
表
理
事 

藤
川  

靖
彦
さ
ん

　

双
葉
町
で
の
フ
ラ
ワ
ー
ズ
エ
ー
ル
は

７
回
目
で
、今
回
は
小
さ
い
お
子
さ
ん

か
ら
高
齢
の
方
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
方
が

参
加
し
て
く
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。イ
ン

フ
ィ
オ
ラ
ー
タ
の
制
作
は
３
回
目
と
い

う
お
子
さ
ん
も
い
て
、上
手
に
花
絵
を

作
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
印
象
に
残
り
ま

し
た
。

　

こ
こ
数
年
で
帰
還
が
許
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
双
葉
町
の
姿
は
、元
旦
に

起
き
た
能
登
半
島
地
震
で
被
害
に

あ
っ
た
方
々
に
明
る
い
未
来
を
見
せ
て

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
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ありがとうメッセージ朗読会

ふたば、ふたたび☆想いをつなぐ写真展

　

双
葉
町
の
方
の
感
謝
の
思
い

を
し
っ
か
り
と
伝
え
た
い
と
い

う
気
持
ち
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読

み
ま
し
た
。

　

朗
読
会
が
終
わ
っ
た
後
、来

場
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
か
ら「
素

晴
ら
し
い
内
容
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
素
晴
ら
し
い
演
技
で
聞
か
せ

て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」と
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

フ
ラ
ワ
ー
ズ
エ
ー
ル
の
会
場
と
な
っ
た
、双
葉
町
産

業
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
３
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま

で
、３
．11
特
別
企
画
展「
ふ
た
ば
、ふ
た
た
び
☆
想
い

を
つ
な
ぐ
写
真
展
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
前
の
町
の
様
子
や
現
在
の
復
興
状
況
、双
葉

町
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
パ

ネ
ル
が
展
示
さ
れ
、多
く
の
来
館
者
が
見
学
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

震
災
時
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
だ

ん
だ
ん
と
薄
れ
て
い
っ
て
し
ま

う
中
で
、あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
い
う
他
に
は
無
い
形
で
受

け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
が
と
て

も
良
い
こ
と
だ
な
と
思
い
な
が

ら
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
関

わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を

と
て
も
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

事
前
に
あ
り
が
と
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
動
画
を
見
さ
せ
て
い

た
だ
き
、こ
の
朗
読
会
の
台
本

に
は
い
ろ
い
ろ
な
方
の
思
い
が

こ
も
っ
て
い
る
の
だ
な
と
感
じ

ま
し
た
。

　
一
人
で
も
多
く
の
方
に
こ
の

感
謝
の
思
い
が
伝
わ
る
と
い
い

な
と
思
っ
て
読
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

橋本 和さん 榎本 温子さん 千葉 一伸さん
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震
災
か
ら
13
年
〜
そ
れ
ぞ
れ
の
３
．11
〜

双
葉
町
県
南
双
樹
会
慰
霊
祭

双
葉
町
埼
玉
自
治
会
追
悼
行
事

　

福
島
県
白
河
市
の
双
葉
町
県
南

双
樹
会
で
は
、町
民
16
人
が
参
加
し

慰
霊
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
舘
林
孝
男
会
長
か
ら
挨
拶

が
あ
り
、黙
祷
時
間
ま
で
自
治
会
の

活
動
計
画
や
３
．11
関
連
の
ニ
ュ
ー

ス
を
見
な
が
ら
震
災
当
時
の
話
な
ど

を
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。地
震
発
生

時
刻
の
午
後
２
時
46
分
に
双
葉
町
の

方
角
に
向
か
っ
て
１
分
間
の
黙
祷
を

捧
げ
、そ
の
後
は
皆
さ
ん
輪
に
な
っ
て

持
ち
寄
っ
た
お
菓
子
な
ど
を
食
べ
な

が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
に
つ
い
て
語

り
合
い
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
13
年
を
迎
え
、館
林
会

長
は「
13
年
は
長
い
よ
う
で
短
か
っ
た

と
感
じ
ま
す
。13
年
経
っ
て
も
自
宅

に
は
い
つ
帰
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

具
体
的
な
目
処
が
立
っ
て
い
な
い
の

は
残
念
で
す
」と
心
の
内
を
話
し
ま

し
た
。

　

埼
玉
県
加
須
市
で
は
85
人
が
旧
騎

西
高
校（
現
Ｓ
Ｆ
Ａ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
）に
集
ま
り
、追
悼
行
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。埼
玉
自
治
会
の
吉

田
俊
秀
会
長
が
双
葉
郵
便
局
の
営
業

再
開
に
触
れ「
変
わ
り
ゆ
く
双
葉
を

楽
し
み
な
が
ら
、こ
の
地
、加
須
で
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
挨
拶
し
、

角
田
守
良
加
須
市
長
か
ら
は「
避
難

者
の
皆
さ
ま
最
後
の
一
人
ま
で
加
須

市
民
同
等
の
支
援
を
引
き
続
き
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
」と
い
う
心
強
い
言
葉

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。午
後
２
時
46

分
に
合
わ
せ
参
列
者
全
員
で
黙
祷
を

捧
げ
た
後
は
、久
し
ぶ
り
の
再
会
を

喜
ぶ
明
る
い
声
が
飛
び
交
い
、大
切

な
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

吉
田
会
長
は「
こ
う
し
て
久
し
ぶ

り
に
顔
を
合
わ
せ
て
双
葉
の
方
言
で

会
話
す
る
こ
と
が
心
の
薬
に
な
り
ま

す
ね
。コ
ロ
ナ
禍
で
で
き
て
い
な
か
っ

た
盆
踊
り
も
今
年
は
復
活
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。改
め
て
騎
西
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
な
っ
て
歩
ん
で
い
き
た
い

で
す
」と
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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た
だ
い
ま
、お
か
え
り

双
葉
ま
ち
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

３
．11
ふ
く
し
ま

追
悼
復
興
祈
念
行
事

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

東
日
本
大
震
災

双
葉
町
追
悼
献
花
場

　

３
月
10
日
、11
日
の
２
日
間
、Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
前
広
場
に
て
一
般

社
団
法
人
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｆ
Ｏ
Ｒ 

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
主
催
の「
た
だ
い

ま
、お
か
え
り 

双
葉
ま
ち
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。会
場
に
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
カ
ッ
プ

や
、大
小
色
と
り
ど
り
の
キ
ャ
ン
ド
ル
が
並
び
ま
し
た
。10
日
に

行
わ
れ
た
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、伊
澤
史
朗
町
長
が
双
葉
町
の
現

状
や
復
興
へ
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ
、多
く
の
来
場
者
が

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

 　

３
月
11
日
、東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
の
ア
ー

カ
イ
ブ
広
場
に
て
、福
島
県
相
双
地
方
振
興
局
主
催
の「
３
．11

ふ
く
し
ま
追
悼
復
興
祈
念
行
事 

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。復
興
へ
の
想
い
や
夢
な
ど
が
記
入
さ
れ
た
キ
ャ
ン

ド
ル
な
ど
約
１
，０
０
０
本
が「
３
．11
」の
文
字
を
形
作
り
ま

し
た
。ま
た
伝
承
館
海
側
か
ら
追
悼
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら

れ
、集
ま
っ
た
多
く
の
来
場
者
が
夜
空
を
見
上
げ
祈
り
を
捧
げ

ま
し
た
。

　

３
月
11
日
、双
葉
町
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
訪
れ
た
方
々

が
自
由
に
献
花
で
き
る
町
の
献
花
場
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
遺
族
の
方
や
避
難
先
か
ら
訪
れ
た
町
民
、産
業
交
流
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
た
来
場
者
な
ど
多
く
の
方
が
献
花
台
に
花
を
手

向
け
、震
災
発
生
の
午
後
２
時
46
分
に
は
哀
悼
の
意
を
込
め
て

会
場
で
１
分
間
の
黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
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3 月 4日（mon） 町立学校ありがとう集会
　いわき市にある双葉町立学校体育館で、幼稚園、小・中
学校合同のありがとう集会が行われました。今年の卒園
児・卒業生は、幼稚園児3人と小学生7人、中学生1人の
合わせて11人。在校生が持つ花のアーチをくぐり入場
し、会場からは大きな拍手で迎えられました。この集会は
卒業生に最後の思い出作りをしてもらおうと、5年生が中
心となって準備をしたそうで、司会進行も児童が行いまし
た。

　集会のメインイベントはアイス合戦という、鬼が投げる
ボールに当たらないように体育館中を走って逃げるゲー
ム！年齢に関係なく全員で楽しく遊ぶ姿は、双葉町ならで
はの様子です。ゲームの後には卒園児・卒業生へのプレ
ゼント贈呈が行われ、小・中学生からは似顔絵やメッセー
ジ、幼稚園児からは園児が顔を描いたダルマが贈られま
した。卒園児・卒業生は受け取ったプレゼントを友達同士
で見せ合い、喜ぶ姿が見られました。

3 月 15 日（fri） 復興公営住宅勿来酒井団地 3.11交流イベント
　いわき市にある復興公営住宅勿来酒井団地で、一般社
団法人Teco主催の「震災の記憶とこれからの想いを繋
ぐ！3.11交流イベント」が開催され、団地住民といわき市
地域住民合わせて25人が参加しました。一般社団法人
Tecoは、いわき市内の復興公営住宅等で交流イベントを
行っている団体で、勿来酒井団地では約2年前から交流
イベントを始め、これまで毎月開催しています。
　イベントでは、まず一般社団法人Teco代表の小沼満
貴さんから挨拶があり、その後は座ったままできる体操
やニューワイフ新妻さんによるレクリエーションが行われ

ました。ニューワイフ新妻さんは介護士をしながら、いわ
き市平を中心に音楽活動も行っており、プログラムではク
ラリネット演奏や参加者全員で合唱、歌を歌いながらの
上半身のストレッチ、指を動かした頭の体操、歌詞を手話
で表現するなど、30分間にわたって様々な楽しい演目が
披露されました。最後は美空ひばりの「川の流れのよう
に」を歌い、アンコールでは「

あいさんさん

愛燦燦」も歌われました。最
後は参加者全員で楽しく昼食をとりイベントは終了。参加
した皆さんは終始笑顔で、アットホームな雰囲気でイベン
トを楽しんでいました。

みんなのわ
みんなのわでは、各地で行われたコミュニティ活動やイベントを紹介します。
掲載希望の行事や活動がありましたら、お気軽に復興支援員までお問い合わせください。
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3月2 1日（th u） ふたば幼稚園おわかれ会
　ふたば幼稚園にて、卒園児に感謝の気持ちを伝えるお
わかれ会が開かれ、卒園児3人と在園児1人、そして先生
5人が参加しました。最初は園児が楽しみにしていたプレ
ゼント交換。在園児から卒園児へは手作りのキーホル
ダーが、卒園児から在園児と先生にはメッセージ付きの
手作りのペン立てが、先生からは園児に知育玩具が贈ら
れました。卒園児はたくさんのプレゼントに大喜び！プレ
ゼントを開けたり、メッセージを読んだりして楽しい時間
を過ごしました。

　プレゼント交換の後は、おやつの時間。皆でテーブルを
囲んでシュークリームを食べ、「いつものシュークリーム
よりおしゃれだね」などと感想を話していました。
　その後、プレゼントを隠した場所のヒントが書かれた手
紙を先生が発見し、宝探しがスタート。園児たちはヒント
を頼りに宝箱を見つけ、中にはたくさんのお菓子が入って
いました。園児たちはお菓子を数えて全員で仲良く分け
合い、最後まで笑顔で楽しく活動しました。

3月2 3日（sa t） 令和5年度双葉町民ボウリング大会
　双葉ふれあいクラブ主催の双葉町民ボウリング大会
が、いわき市のボウリング王国スポルト平店で開催され
ました。大会には23人が参加し、年に一度のこの大会で
のみボウリングをするという方もいれば、前日にも練習を
してきたという気合の入った方までさまざま。試合は2
ゲームの合計点で競い、前年度の成績などを考慮したハ
ンディキャップが設定されています。そのため、スコアだけ
で順位が決まるわけではなく、皆さんが自己ベストを出せ
るように挑戦していました。そしてストライクが出ると隣

のレーンからも拍手が沸き起こるほど、皆さん和気あいあ
いとボウリングを楽しんでいました。
　今年度の優勝者は、前年に続いて2連覇を果たした荒
清枝さん。1ゲーム目では思うような成績が出ず、「今年は
優勝できないかもしれない」と話していましたが、見事に
2ゲーム目で挽回し、優勝トロフィーを笑顔で受け取りま
した。参加者全員に参加賞として、中身が見えないように
包装された景品が渡され、皆さん中身が何かを予想しな
がら楽しそうに景品を受け取っていました。

FUTABANOWA
情報掲示板

自治会等イベント
●県南双樹会 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 4月20日（土） 総会
●双葉町埼玉自治会 ‥‥‥‥‥ 5月3日（金） 藤まつりで双葉音頭披露

自治会・町民グループさまの交流会、イベント情報などございましたら、この掲示板をご活用ください。
掲載をご希望される場合は、双葉町復興支援員までお知らせください。　☎080-2847-0073

※今後の状況によっては
　イベントが延期・または
　中止となる場合がござい
　ます。
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お知らせ 今月の一枚

双葉ダルマさんと
インフィオラータ

　p.2で紹介したインフィオラータとモデル
になった双葉ダルマさんが記念撮影！今年
のインフィオラータのタイトルは「がんば
れ！双葉ダルマさん」。特技のダンスや町の
イベントなどをSNSで日々発信し、町復興の
応援と認知度アップに力を入れて活動して
いる双葉ダルマさんを表現したデザインで
す。会場に双葉ダルマさんが登場すると、写
真待ちの列ができるほどの人気者でした！

FUTABA
　 NO
WA

富岡町移動図書館車の
巡回日時のお知らせ

　県内を巡回している「走る小さな図書館」こと富岡町移動図
書館車が、令和6年度から双葉町にも毎月巡回することが決
定しました。詳細は5月号の広報ふたばでお知らせします。皆さ
ん是非ご利用ください。

・巡回周期：毎月第４水曜日（初回は4月24日）
　　　　　　 ※荒天や発災、新型コロナウイルス感染症の拡大状況等によって
　　　　　　　 運行を中止する場合があります。

・停車時間：午後2時30分～3時00分（30分間）
・停車場所：双葉町診療所駐車場
　　　　　（双葉町大字長塚字町西4-1）

※「細谷地区　消防屯所前」の測定日は3月19日です。
全国及び福島県の空間線量測定結果については福島県放射能測定マップでご覧になれます。 　▶http://fukushima-radioactivity.jp/pc   

町内の放射線モニタリング情報 （単位：μSv/h）

地区 地　点 平成24年
4月1日

令和6年
3月22日 地区 地　点 平成24年

4月1日
令和6年
3月22日

新山 新山公衆トイレ脇公営駐車場 － 0.13
新山 新山公民館 － 0.13
新山 双葉町歴史民俗資料館 － 0.17
新山 双葉南小学校 － 0.16
新山 双葉中学校 － 0.15
新山 県立双葉高等学校 － 0.18
新山 中央公園 － 0.21
新山 高万廹 － 0.63
下条 双葉総合公園 2.60 0.49
下条 双葉町役場 － 0.20
郡山 郡山公民館 1.48 0.25
細谷 双葉町仮設処理第一施設北側 － 0.30
細谷 消防屯所前 － 0.53
細谷 細谷公民館 － 0.24
三字 三字公民館 2.53 0.12
山田 山田農村広場 24.47 2.79
石熊 石熊公民館 12.10 1.43

長塚 双葉町体育館 6.25 0.26
長塚 長塚二公民館 3.26 調整中
長塚 双葉町青年婦人会館 － 1.09
長塚 町西住宅 － 0.15
長塚 JAふたば北部営農センター － 0.91
長塚 双葉北小学校 － 0.33
長塚 ふたば幼稚園 － 0.92
長塚 双葉駅北側駐車場 － 0.27
長塚 双葉町児童館 － 0.14
羽鳥 上羽鳥 1.89 0.26
羽鳥 羽鳥公民館 1.73 0.32
寺松 寺松公民館 3.46 調整中
渋川 渋川公民館 1.48 0.28
鴻草 北部コミュニティーセンター 4.30 0.45
中田 中田公民館 0.77 0.14
両竹 両竹公民館 0.54 0.06
浜野 双葉町産業交流センター － 0.04


